
開催期間：平成２９年７月４日（火）～８月２７日（日）（４９日間）
回答者数：９０４人（総入館者数：１１６，１００人　アンケート回収率：０．７８％）

①アンケート回答年齢層 ②認知経路（複数回答）

③展示に関する満足度

注：上記数字は以下の通り
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日タイ修好130周年記念特別展「タイ　～仏の国の輝き～」
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④主な意見・感想

・ナーガ上の仏陀坐像など微笑みを浮かべた仏像たちに癒された。

・ラーマ2世王作の大扉は圧巻の見ごたえだった。撮影もできて嬉しかった。

・タイ仏教についての解説が非常にわかりやすく、展示への関心が高まった。

・タイ曜日占いが面白かった。販売していた占いグッズも選ぶのが楽しかった。

・四か国語対応ができていてとても良かった。タイ語があればより良いのでは。

今年（2017年）は日タイ修好130周年にあたります。本展はこの節目の年に修好記念事業として開催しました。タイは

国民の95%が仏教を篤く信仰する仏教国です。仏教は、ひとびとの日々の暮らしに寄り添い、長い歴史の中で多様な仏

教文化が花開きました。 重厚で独特な趣を宿した古代彫刻群、やわらかな微笑みをたたえる優美な仏像たち、仏塔に

納められたまばゆいばかりの黄金の品々や、仏教の宇宙観にもとづき荘厳（しょうごん）された仏堂の輝きなど独自の

文化を今に伝えています。

タイ王国門外不出の名宝と、選りすぐりの仏教美術の数々を一堂に集め、仏教がタイの文化形成に果たした役割をひ

もといていった本展には約12万人の方々にご来館いただきました。

アンケートの結果、展覧会に対して88.4％の方々から「とても良かった」「良かった」との好意的な意見をいただくことが

出来ました。一方で、「冷房が効きすぎて寒い」、「夏休み期間中なので子供用ワークシートがあるとよかった」などのご

意見も寄せられました。

今後も、来館者からお寄せいただきましたご意見・ご感想を参考に、観覧環境のより一層の充実に努めて参ります。

人


